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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新規追加 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○近年の社会情勢の変化及び道の動き

について追加 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現「考え方」の「趣旨」「目指す姿」を

「考え方と目指す姿」としてまとめて記

載 

 

 

 

 

○北海道の現状や課題に対し、「北海道

が持つ優位性を活かし近年の社会情勢

の変化や技術革新をうまく取り込みな

がら、地域特性に応じた取組を一体的に

推進することで、多岐にわたる地域課題

を解決する」という「北の住まいるタウ

ン」の考え方について解説 

 

○北の住まいるタウンの「目指す姿」と

して『誰もが安心して心豊かに住み続け

ることができる、安全・安心で暮らしや

すく、資源循環が進んだ効率的な都市構

造を有するまち』を明記 

 

○現「考え方」2北の住まいるタウンの

方向性（P13）は、改訂「考え方」P25へ。 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現「考え方」北の住まいるタウンの方

向性（P14）は、改訂「考え方」P26へ。 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現「考え方」の目指す姿イメージ図

（P16）の掲載箇所を変更。図は修正作

業中。 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現「考え方」の目指す姿（P15）は、

改訂「考え方」のP23「北の住まいるタ

ウンの考え方と目指す姿」で記載。 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「北の住まいるタウン」の実現に向け、

「コンパクトなまちづくり」「脱炭素化・

資源循環」「暮らしやすさの向上」※を取

組の視点として、それぞれの目指すべき

地域像と取組の方向性を整理 

※「生活を支える」を「暮らしやすさの

向上」に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○近年の自然災害の頻発化・激甚化を踏

まえ、上記の視点に対し、防災の視点を

加え、まちの防災力の向上を図る旨記載 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現「考え方」目指す姿に向けて(P16)

は、改訂「考え方」のP25北の住まいる

タウンの方向性にて内容を記載 

 

 

 

 

 

○目指す姿のイメージ図は、改訂「考え

方」P24へ。 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○目指す姿や取組の方向性などの体系

図を追記 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○現「考え方」の「取組方針」を「取組

方針」と「取組のポイント」に分けて整

理 

○北の住まいるタウンの実現に向け「コ

ンパクトなまちづくり」「脱炭素化・資源

循環」「暮らしやすさの向上」の３つの取

組を掛け合わせて行うこと、「災害に強

いまちづくり」を意識しながら連携・協

力して進めていくことの重要性につい

て記載 

 

○取組ごとの記載内容（取組項目や効

果、事例）を充実 

 

○文言整理 

○国の制度活用（立地適正化計画）につ

いて追記 

 

 

 

○文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○文言整理 

 

 

 

○防災WG の意見を踏まえ、災害時の

避難所機能について追記 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○検討協議会や防災WG の意見を踏ま

え、移住やワーケーションの受け皿とし

ての活用、耐震化や環境性能の向上によ

る移住定住の促進について追記 

 

 

（追加） 

○防災WG の意見を踏まえ、既存施設

の再配置や新規施設整備にあたり、災害

リスクの低いエリアへの誘導の考慮に

よる防災力の向上について記載 

 

 

 

 

 

○社会情勢の変化を踏まえ、商店街の活

性化や賑わいの創出による地域商業の

活性化について追記 

 

 

○取組に対し関連するＳＤＧｓの目標

を新たに記載 
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現 行 改 訂 後 変 更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○文言整理 

 

○防災WG の意見を踏まえ、再生可能

エネルギーの災害時の活用方策の検討

について追記 

 

 

 

○文言整理 

 

 

 

○文言整理 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

○検討協議会の意見を踏まえ、建築物の

ＺＥＢ、ＺＥＨの普及促進による快適性

や防災・減災機能の向上などについて記

載 

 

（追加） 

○検討協議会の意見を踏まえ、エネルギ

ーの地産地消による脱炭素ビジネスの

創出などの地域経済の活性化や温室効

果ガスの削減について記載 

  

 


